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─────────────────────────────────── 

■□ 鈴木 悌介会長より             http://yeg.jp/slogan 

─────────────────────────────────── 

 「逆転の発想」しっかりと見定めました！ 全国大会、ありがとうございました！ 

  まずは、全国からの３千名を超えるご登録、ありがとうございました。米子の地で皆様とお会いできて、大変嬉しく存じました。

全ての皆様お一人お一人とはお話させていただくことは叶いませんでしたが、多くのＹＥＧが集い、その元気を共有できたこと

は得がたい機会だったと思います。 

  大懇親会のあのパワーも素晴らしかったですが、記念式典での皆さんの真剣な眼差しにも感銘を受けました。（舞台の上から

でも、結構、皆さんのお顔は見えるのですよ。） 

  また、今回は残念ながら色々な理由で来ていただけなかったＹＥＧの皆様にも、大会の盛会をご報告すると共に、次年度は 

是非ご参加いただきたくお願いいたします。 

 「こんな大変な時に大イベントではしゃいで何になるの？」というご意見もあろうかと思います。しかし、「こういう時代だか

らこそＹＥＧの出番！」と常々申し上げております鈴木といたしましては、そのＹＥＧの仲間と文字通り一堂に会してお会いで

きるこの大会には単なるお祭り騒ぎではない大きな意味があると思います。もし、その意味が見えにくいのであれば、見えるよう

に変えていくことがＹＥＧたる者のとるべき行動だと思います。 

  変わるとは「視点を変える、視野を広げる、新しい行動パターンに挑戦する」こと。そんな気づきを得た新しいご自分に出会

うことができましたか？「知恵を集め、力を束ね、お互いを活か合う」そんな素晴らしいＹＥＧの仲間との新たな出会いはあり

ましたか？ 

  大会の終わった今、ご参加いただいた全国からのＹＥＧのお一人おひとりの心の中にポッと新たな火種を点けることができた

としましたら、大会の主催者としてこの上ない幸いでございます。 

  今回の全国大会も、全国の皆様には見えないところで大会の主管である鳥取県連、そして開催地である米子ＹＥＧの皆様の 

悲喜交々のドラマがありました。大変な思いのご努力がありました。その上に成り立っている大会であるということを今一度 

知っていただきたいと思います。それがＹＥＧの友情だと思います。「相手のことを慮る」、これ商売の基本だと思います。 

  今回の大会を主管してくださった３単会、会員２５０名という日本一小さい鳥取県連と、開催地として見事大成功裏に大会を

運んでくださった米子ＹＥＧのご努力に 大限の拍手を贈りたいと存じます。 

  「ハンデイキャップをメリットに変える」という心意気を体を張って示してくれたあなたがたこそ、真のＹＥＧです。 

 全国のＹＥＧの皆様、来年は北海道の帯広でお会いしましょう。 

 【追伸 その１】 

 全国の単会の会長さま、ＹＥＧ大賞、待っています！ 締め切りが迫っています。今年度の一押し事業で是非ご応募ください。

 
メールマガジンバックナンバー 十四号～十七号 

メールマガジンバックナンバー１１月 1８日 第十四号  



 http://yeg.jp/chart/general_affairs/general_news01/ 

 【追伸 その２】 

 ＹＥＧビジネスプランコンテストの締め切り迫る！  ５００万円目指して、あなたのアイデアで勝負してください。 

 http://yeg.jp/chart/workshop/ws_news01/ 

 【追伸 その３】 

 翔生塾へ行って参ります！ 来週（１７日～２２日）はコミュニテイビジネスの研修でアメリカのサンフランシスコです。 

お土産話（話だけですよ。）に「乞う、ご期待！」 

─────────────────────────────────── 

■□ ホームページ新着情報 

─────────────────────────────────── 

・第 23 回全国大会（米子大会）レポートを掲載いたしました。 

・企業ＯＢ人材フォーラム写真が追加されました。   ⇒詳細はホームページでご覧下さい：http://yeg.jp 

─────────────────────────────────── 

■□ 各ブロック大会の報告 

─────────────────────────────────── 

 ●中国ブロック大会（下関大会）を振り返って 

  「集え!!歴氏の舞台へ」をスローガンに開催致しました中国ブロック大会も皆様のご支援、ご協力のお陰で大盛況のうちに 

無事終了することができました。 

  時代の変革期には、必ず歴氏の舞台に登場する下関市で先人達が成し遂げた偉業の息吹を五感で感じとって頂ければ幸いです。

 今から百数十年前、この長州の地より青年の志と力が日本を変革に導きました。先行き不透明な昨今、私達 YEG の志と力を 

結集し日本を変えようではありませんか！ 

  後に、商青連の役員の皆様、中国ブロックの皆様、他関係者の皆様に、心より感謝を申し上げます。 

 中国ブロック代表理事 冨永 洋一 

 

 ●九州ブロック大会（高鍋大会）を振り返って 

  高鍋大会への参加に際し心からお礼を申し上げます。九州はもとより、全国各地からご参集いただいたＹＥＧメンバー一人 

一人の熱き思いをひしひしと感じ、高鍋ＹＥＧの一人として改めてその責務の大きさに身が引き締まる思いです。この大会主管

によって得た友情や経験を糧として、今後ますます精進し、高鍋ＹＥＧそして九州ブロック連合会の発展の為、努力・精進して

いく所存です。 

  ご参加いただいたＹＥＧメンバーはもとより、皆様方のますますの発展とご活躍を祈念いたします。本当にありがとうござい

ました。                                   九州ブロック代表理事 岩切 正司 

─────────────────────────────────── 

■□ 各委員会からの連絡 

─────────────────────────────────── 

 ●コミュ二ティビジネス委員会 

  関東経済産業局が事務局になり、ネットワークを構築し、コミュニティビジネスの新たな事業創出を進める組織です。参考に

なるホームページの一覧をご紹介致します。 ⇒詳細情報 http://yeg.jp/chart/community/index02.html 

 ●総務委員会 

  重大発表！ ＹＥＧ大賞募集開始！！ 

  一年間の集大成、皆様の事業の発表の場。ＹＥＧ大賞が、手を大きく広げて、全国の事業を待っています。 

 単会を代表する事業や単会の組織運営の活性化、そして、地域に役立つ模範となる事業を、このすばらしい広場に一同に集め 

競い合う事を楽しみましょう。今年は、商青連の役員、委員会より、審査委員３６名の精鋭を配し厳選された審査項目にそって、

１次審査、２次審査をへて、５つのＹＥＧ大賞を決定。さらに輝くグランプリを選びます。 

ひらかれたＹＥＧ大賞への挑戦！！皆様が主役です。待っています。詳しくはホームページをご覧下さい 



⇒詳しくは：  http://yeg.jp/chart/general_affairs/general_news01/index.html 

 ●研修委員会 

  翔生塾 サンフランシスコ研修は 11 月 17 日（月）～22 日（土）に開催予定です。翔生塾アメリカ募集案内をダウンロード 

できるようにしました。     ⇒詳しくは：http://yeg.jp/event/20030708/ 

 

 ●研修委員会 

  「YEG ビジネスプラン作成研修会」は目標人員を超えることができました。全国の会員の皆様から興味を持っていただき 

商青連研修委員会を代表して御礼申し上げます。 

 【「YEG ビジネスプランコンテスト」募集開始】 

  8 月 1 日(金)～3 日(日)に行なわれた「YEG ビジネスプラン作成研修会」を皮切りに「YEG ビジネスプランコンテスト」の 

応募を開始しました。中小企業庁長官賞 300 万円、日商会頭賞 150 万円、コミュニティビジネス賞 50 万円、その他若干の特別 

賞があります。(総額 500 万円)審査料 1 プラン 1 万円で何プランでもＯＫ。YEG 会員なら、単会でも個人でも応募いただけます。

募集期間は 11 月 28 日(金)まで 24 時必着です。 

尚、YEG ビジネスプランコンテスト審査においてのポイントもダウンロードできるように致しました。こちらも合わせてご覧 

下さい。 ⇒詳しくは：http://yeg.jp/event/20030708/ 

 申し込みお問い合わせは 

 商青連事務局:高野・関口(日本商工会議所中小企業振興部内)  〒100-0005 東京都千代田区丸の内三丁目 2 番 2 号まで。 

 ＜開催要項＞ http://www.cin.or.jp/yeg2/bp-c1.doc    ＜申込み書＞ http://www.cin.or.jp/yeg2/bp-moushikomi.doc 

 

 ●ビジネスネットワーク委員会 

  青年部３万人をビジネスでつなぐ「ご縁満開ＹＥＧビジネスサイト」も登録者が少しずつ増えていますが、普及キャンペーン

として 11 月末日まで各県１０社以上、全国５００社（ 低３００社）の登録を目指しています。取引や提携関係もどんどん 

発生しています。まだ登録されていない方には是非登録してＹＥＧ会員としてのメリットを受けて下さい。 

 そして、既に登録済みの方に。「会社登録」だけでなく「製品・サービスの登録」もお願いしたいのです。全国の仲間が見てい

ます。どこからビジネスチャンスが転げ込んでくるかわかりません。 

 こんな商品出したってしょうがないなんて思わず、本業・副業含めて５点まで登録できますので欲張って登録してみてください。

 ⇒ログイン画面：http://at.yeg.jp/business/ 

  アカウントはエンジェルタッチと共通ですが、「ご縁満開ＹＥＧビジネスサイト」利用者は単独でも申請できます。アカウント

取得方法は上記の URL よりログイン画面に記載してあります。 

 

 ●広報委員会 

  商青連ホームページにおけるバナー広告の募集！！ 

 平成１５年度 商青連のホームページにバナー広告を募集致します。詳しくは、ホームページをご覧下さい。 

                 ⇒詳しくはこちらから： http://yeg.jp/chart/newsletter/newsletter_news01/index.html 

 

  翔生３５号がホームページからダウンロード出来ます。是非ご覧下さい。又単会の役委員会の席で配布をお願い致します。 

  内容は春の陣ブロック会長会議・メールマガジン・ホームページのライブラリーの一覧などです。 

                           ⇒ダウンロードはこちらから：http://yeg.jp/shosei/35/ 

─────────────────────────────────── 

■□ 日本商工会議所からの連絡 

─────────────────────────────────── 

 ●新連載！ お役立ち情報 

  ＳＢＩＲ推進セミナー・東京～中小企業の技術革新のために～ １２月１２日（金）、東京にて無料セミナーを開催 

  日本商工会議所は、平成１５年１２月１２日（金）、東京商工会議所ビルにて「ＳＢＩＲ推進セミナー・東京」を開催します。



 本セミナーは、ＳＢＩＲ（中小企業技術革新制度）の普及推進を目的に開催するもので、中小企業庁ＳＢＩＲ担当者による説明

ほか、中小企業の技術開発と事業化に資する知的財産戦略、産学連携等のテーマについて有識者、経験者による講演を行います。

  ⇒詳細はこちら：http://www.cin.or.jp/sbir/2003/sbir2003.htm 

 ◆問い合わせ： 

  日本商工会議所 中小企業振興部（TEL：０３－３２８３－７８２６） 

 

 ●改正消費税による「総額表示」で何が変わるのか 

  このたび消費税法が改正され、「総額表示義務規程」が設けられて、平成１６年４月から適用されることになっています。 

 前号でもご紹介した通り、日商では、中小企業庁からの委託事業で平成１６年度からの改正消費税に関する情報提供を行って 

います。 

  ここでは、以下の３つの資料を通じて、総額表示により何が変わるのかをご紹介し、併せて、事業者の皆様からよくいただく

ご質問を取りあげました。また、総額表示方式の導入による表示価格の上昇が消費者に値上げの印象を与えかねないとして、 

表示価格を従来通りの金額に据え置くために、取引先に仕入れ価格の引き下げ等を強要することも懸念されるため、そのよう 

な事態を招かないよう、日商は公正取引委員会に対し要望を行いました。詳しくは以下のアドレスからご参照ください。 

  【日商ホームページ「これですっきり改正消費税」】 

 よくある質問総額表示編 ⇒詳しくはこちら：http://www.taxinfo.jp/frame-q_s.html 

 

  【経済産業省資料「消費税の総額表示について」】  ⇒詳しくはこちら：http://www.cin.or.jp/chusho/shouhizei.doc 

 

  【日商が公正取引委員会に対して提出した「消費税における総額表示方式】 

  導入に伴う転嫁・表示に関する独占禁止法等の取扱いの明確化」に関する要望はこちら 

                ⇒詳しくはこちら： http://www.jcci.or.jp/nissyo/iken/031031syohizei-sogakuhyoji-yobo.htm 

 

 ●中小企業庁の「商業者ネットワーク“あきんどＰＬＡＺＡ”」の開設と登録者の募集について 

  中小企業庁では現在、インターネットを活用して中小企業施策等をメールマガジンにより配信する「あきんどＰＬＡＺＡ」を

開設し、登録者を募集しています。  

  「あきんどＰＬＡＺＡ」は、商店主や商店街関係者はもとより、自治体や商工会議所の職員など中小商業振興を担当している

方であれば、どなたでも自由に登録できるもので、登録者に対しては、商業情報や施策情報、各種セミナー等に関する情報が 

毎月２回程度メールマガジンが配信されます。また、このネットワークは双方向型となっており、今年度は実験的に、景況調査

等のアンケート調査も実施する予定です。 

⇒詳細はこちら（中小企業庁ＨＰ）： http://www.chusho.meti.go.jp/shogyo/151017akindo_plaza.htm  

 

 ●第１２回地域振興セミナー「“食”を活かした街づくり」のご案内について 

 日本商工会議所は平成１５年１１月２７日（木）～２８日（金）に“食”をテーマとした標記セミナーを、宮城県仙台市、山形県

山形市で開催する。本セミナーでは、地域環境デザイン研究所所長・宮原博通氏をコーディネーターに、日本で初めて「スロー

フード都市宣言」を採択した宮城県気仙沼市や、食べ物を活かし街づくりに取組む栃木県宇都宮市の事例紹介、大型空き店舗を

活用した山形県山形市の「飲食チャレンジショップ」の視察、参加者と講師との意見交換など、“食”を活かしたさまざまな街づ

くりについて考える。  詳細は下記の通り。 

  ◆開催日時：平成 15 年 11 月 27 日（木）～28 日（金） 

  ◆開催場所：仙台商工会議所ほか（宮城県仙台市） 

  ◆対象：商工会議所役職員、地方自治体役職員、街づくり会社・商店街関係者など 

  ◆定員：３０名（先着順、定員になり次第締切） 

  ◆参加費：商工会議所役職員・会員、地方自治体役職員 25,000 円／一般 30,000 円 

  （受講料、テキスト代、懇親会費、視察バス代を含） 



  ◆内容：１．「“食”を活かした街づくり（仮題）」地域環境デザイン  研究所所長・宮原博通氏 

      ２．「宇都宮商工会議所の“食”を活かした街づくりの取組みについて」  宇都宮商工会議所 

      ３．「気仙沼市の『スローフード都市宣言』について 」  スローフード気仙沼 

      ４．「山形市の『日本一の芋煮会フェスティバル』について」  山形商工会議所青年部 

      ５．参加者と講師による質疑応答・意見交換 

      ６．視察（ＮＡＮＡ－ＢＥＡＮＳ＜大型空き店舗を活用した飲食チャレンジショップ＞） 

      ７．参加者と講師による意見交換ほか 

 

  ◆申し込み・問い合わせ：日本商工会議所流通・ 

地域振興部（TEL：０３－３２８３－７８３８、 http://www.jcci.or.jp/machi/h0311semi.html） 

 

 ●公的制度で設備投資をバックアップ 

 国と都道府県が実施し、小規模企業、及び創業者向けの設備資金助成制度があります（基本的にどんな設備でもＯＫ、導入の

際に１／２まで無利子貸付 or 低利の設備リース・割賦販売）。製造業の方が設備を導入する場合はもちろん、例えば、お店を 

はじめる方が冷蔵庫、ショーケース、エアコン、自動ドアといった機械設備を導入するときにも対象になります。 

 ⇒詳しくはこちら：http://www.zentaikyo.or.jp/ 

 なお、各県にある設備貸与機関のうち、東京と埼玉では現在取り扱っていないため、以下の団体にお問い合わせください。 

 （財）全国中小企業設備貸与機関協会   〒104-0061 東京都中央区銀座 2-10-18 東京都中小企業会館５階 

                     TEL：０３（５５６５）０８４５  FAX：０３（５５５０）８５５８ 

 ホームページ： （同上）  電子メール： fvgk9140@mb.infoweb.ne.jp 

 

 ●商工会議所ビジネス認証サービスのお知らせ 

 日本商工会議所は、国土交通省、各地方自治体などで導入されている「電子入札コアシステム」に対応した電子証明書（ＩＣ

カード）を販売しています。 

 詳しくは「ビジネス認証サービス（タイプ１）」の申し込み受付などを行う専用サイト「ビジネス認証サービス」をご覧ください。

                                 ⇒詳細情報はこちらから：http://yeg.jp/jcci/ninsho 

  日商では今後、国税の電子申告・納税や雇用保険の被保険者の資格取得届など電子化が予定されている各種手続きに対応した

「一般行政手続き用」と「ＢtoＢ電子商取引用」の 2 タイプの電子証明書も順次発行していく考え。 

 電子入札を含めた複数の証明書を扱う「総合認証局」として商工会議所会員事業所などに対するサービス強化を目指すことにし

ています。 
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─────────────────────────────────── 

 使命とは・・・ 

  隣国、大韓民国の前大統領の金大中氏にお目にかかってきました。実は、先般の鳥取県米子での全国大会で記念講演の講師 

をお願いしておったのですが、ご本人の体調がすぐれないということでそれが叶わなくなってしまったという経緯がありました。

 その代わり、急遽ソウルで会っていただけることになり、去る１０月３１日にソウル市内のご自宅の隣に出来たばかりの「金 

大中記念図書館」の応接室へお邪魔させていただいたというわけです。間に入っての労をとってくださった現地の日本大使館 

の話では、当初、１０分程度でということでしたが、結局４０分ほどいろいろなお話をうかがうことができました。 

 体が本調子ではないご様子で大きな声ではありませんでしたが、背筋をすっと伸ばしたまままっすぐに前を見て微動だにせず、

はっきりとした語り口で、アジアの平和と日韓のあるべき関係について氏の信ずるところを熱く語ってくださいました。 

 今回のような機会ではその場を適当に繕って形式的に済ませてしまえば当初の予定どおりの短い時間で済ませることもできた 

はずですが、日本の若手経営者へのメッセージということもあってか、本当に真剣に語る姿が印象的でした。主義主張の違い 

はあるかも知れませんが、そこに本物の政治家、本気の人間を垣間見ることができたような気がいたしました。韓国という 

わが国とは国情も異なり極端なことが起こりうる国の政治家として、日本のホテルで拉致されたり、一旦は反乱罪で死刑判決 

を受けたり、数十年にわたる４回目の挑戦でようやく大統領に就任したりとまさに波乱万丈の人生を通じて、一貫して自国と 

世界の平和についての主張を変えず、今もそのことを真剣に追求している姿に感銘を覚えました。命を賭けて、私利を超えて、

信ずるもの・ことの実現を追求するという使命感溢れる姿でした。 

  「使命」とは文字通り命を使うこと。命を使って守るべきものを守るんだという決意だと思います。翻って、自分のことを 

振り返ってみる時、自分には命を賭けているものがあるのだろうか？自分は一体何に命を賭けているのだろうか？と考え込ん 

でいる自分がいます。人生の中で人にはそれぞれの使命があると思います。その大小はあるかもしれませんが、貴賎はないは 

ずです。 

  商売人には商売人としての使命が・・・。あなたの人生でのあなたの使命は何ですか？ 

                  日本商工会議所 全国商工会議所青年部連合会 

                                        平成１５年度 会長 鈴木悌介  

─────────────────────────────────── 

■□ 各ブロック大会の報告 

─────────────────────────────────── 

 ●東海ブロック大会（松阪大会）を振り返って 

  東海ブロック大会松阪大会に際しましては、全国各地より多数のご参加ありがとうございました！皆様のおかげをもちまして、

1,367 名という記録的な登録をいただき、大会も大盛況にて無事終えることができました。この場をお借りしまして厚く御礼 

申し上げます。 

 「熱き心に」燃える松阪！商人魂のテーマのもと、熱く開催させていただきましたが、この大会が、今後のビジネスチャンス 

のヒントとして少しでもお役に立てていただければ、幸いに存じます。 

今後も先人たちの“商人魂”を胸に刻み、“ＹＥＧ魂”として、この不透明な時代を乗り越えましょう！ 

 後となりましたが、ご参加を賜りました関係各位に感謝申し上げると共に、この大会を主管頂きました、松阪ＹＥＧのメンバ

ーに心より敬意を表します。皆様、本当に、どうもありがとうございました。   

  東海ブロック代表理事 伊藤 素近 

─────────────────────────────────── 

■□ 各委員会からの連絡 

─────────────────────────────────── 

 ●コミュ二ティビジネス委員会 

 関東経済産業局が事務局になり、ネットワークを構築し、コミュニティビジネスの新たな事業創出を進める組織です。参考に

なるホームページの一覧をご紹介致します。   ⇒詳細情報 http://yeg.jp/chart/community/index02.html 

─────────────────────────────────── 

■□ 日本商工会議所からの連絡 



─────────────────────────────────── 

 ●「国際ロボット見本市２００４」出展者募集 

中小企業庁では、平成１６年２月に開催される「国際ロボット見本市２００４」への出展者を募集しています。経済産業省中

小企業庁、九州経済産業局、中小企業総合事業団、中小企業・ベンチャー総合支援センター九州の主催により中小企業自らの手に

よる新市場の創出を支援することを目的に実施するもので、出展料は無料（２小間分以上からは有料、備品・電気・電話等使用料、

搬入出費等自己負担）。申し込み期限（１２月５日）が迫っておりますが、ご関心の向きは以下の関連資料をご参照ください。 

○「国際ロボット見本市２００４」開催概要  http://www.robotfair2004.com 

 本件（内容・出展等）に係る問合せ先： 国際ロボットフェア２００４事務局 TEL：092-732-3960 FAX：092-732-3480 

 

 
 

                       平成 15 年 12 月 15 日 発行 

？？？？？？？？？出ません。 
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─────────────────────────────────── 

■□ 鈴木 悌介会長より             http://yeg.jp/slogan 

─────────────────────────────────── 

 今年も「自分から、自分らしく、皆のために」 

 あけましておめでとうございます 

 健やかな新年をお迎えになったこととお慶び申し上げます。 

 

年頭から手前味噌のような話で恐縮ですが、私の一年は今年も初日の出を小田原城の天守閣の上から拝むことで始まりました。

私の地元単会である小田原ＹＥＧでは「小田原城から初日の出を見る会」という企画を毎年開催しています。小田原城の天守閣（復

元ではありますが）は普段は市営の歴史博物館として使われていますが、以前はお正月には閉まっていました。 

「あるものを活かす」という発想で「地元にあるいろいろな資源をもっと活かしていきませんか？」という提案を形にした 

もので、一般市民の方々を招待して天守閣から初日の出を見ようという企画です。毎年、事前に申し込みをいただき、５０組

１００名をご招待します。かがり火を焚いて、暖かいトン汁も用意して、おなじみの手づくり甲冑隊がもてなします。今年で

１３回を数え、小田原ＹＥＧの恒例の事業になっております。 

  さて、肝腎の小田原の初日の出でありますが、雲間から断続的ではありましたが、真っ赤な大きなお日様を拝むことができ

ました。「戦争の２０世紀が終わり、さあ平和の世紀を」と大きな希望を抱いて迎えた２１世紀も戦争とテロで幕を開けてし

メールマガジンバックナンバー１2 月 15 日 第十六号  

メールマガジンバックナンバー1 月 ５ 日 第十七号  



まいました。世界中の人々が同じように見るであろうお天道様を前に「世界中の人々が平和で安心して暮らせますように」と

祈らずにはいられませんでした。（ナイーブと言われるかも知れませんが）。 

  自分の家族、商売、まちの幸せも、大きな安心があってからこそだと思います。足元をしっかりと見つめながら、世の中のこ

と、世界のことにも関心と関わりを持ってまいりたいと思います。今年も「自分から、自分らしく、皆のために」を信条に・・・。

  

 平成１５年度の会長としての任期もあと３ヶ月となりました。「まだ３ヶ月ある！」という気持ちで 後まで全力で走ります。

 ２月の福井での「全国会長研修会」はもう間近、「ＹＥＧ大賞」と「ＹＥＧビジネスプランコンテスト」は 終段階へ、「ご

縁満開ＹＥＧビジネスサイト」は本格始動へ、等々、まだまだ課題は山積です。同時に、小園次年度会長予定者を中心に平成

１６年度の準備が着々と進んでおります。 

 これからも商青連に是非ご期待ください。そして、商青連を、ご自分のご商売に、ＹＥＧ活動に、どしどしご利用いただけれ

ばこの上ない幸せです。 

  この新しい年がＹＥＧの皆様にとりまして、充実した一年になりますことをお祈り申し上げつつ・・・。 

 平成１６年元旦 

 日本商工会議所 全国商工会議所青年部 

                                            会長 鈴木悌介 

─────────────────────────────────── 

■□ 齋藤 明彦副会長より 

─────────────────────────────────── 

 夢と希望に満ちた輝かしい新春をお迎えの事と存じます。 

 旧年中は大変お世話になりました。本年も何卒よろしくお願い申し上げます。さて、早いものでＹＥＧは平成１５年度も 

終盤になり、１６年度へのバトンをつなぐ時期となってまいりました。 

  私は一昨年夏に鈴木悌介会長より、副会長の大役をご指名頂いて以来、１５年度商青連役員の皆さまと共に鈴木会長を盛り

立て、輝いて頂きながら、会長の熱い想いを形にしていく一端を担っていきたいという事と、私を出向させて下さった東北ブ

ロック、山形県連、米沢単会に対して、なにかご恩に報いたいなどと多少気負いながら強く念じておりました。しかしながら

これまで、逆に鈴木会長からはいつも温かく勇気付けられ、ご指導を頂戴して参りましたし、また地元からも必死のご支援を

常に頂いて参りました。自身の未熟さを痛感しながら、お陰さまでＹＥＧを通じて得るものも大変大きくございました。私は

本当に幸せな１５年度ＹＥＧ活動をさせて頂いて参りました。全国のＹＥＧ仲間はもとより鈴木会長はじめ商青連役員、日商

事務局、ブロック、県連、そして米沢単会に心より厚く厚く御礼申し上げる次第です。 

  商青連ではひとつに研修委員会を担当させて頂き、浅井委員長はじめ、まさにキャラの濃～い皆さんと明るく楽しく、また

素晴らしい団結で事業を進めて参りました。 

 海外研修「翔生塾」では、行き先やＳＡＲＳ、テロに悩まされ、ビジネスプランでは浅井委員長とスポンサー探しに歩きま

わりました。（改めて本当に不景気を実感した時でした。）お陰さまで各事業はそれぞれになんとか形にさせて頂き、今と 

なっては本当に良い思い出であり、沢山の事を学ばせて頂きました。ご支援くださいました関係各位、また各事業への参加に

ついて格段のご協力下さいましたＹＥＧの皆さまには改めてひたすら感謝の念で一杯です。研修委員会事業は語るに尽くせな

いご苦労をされた浅井委員長はじめ研修委員会のメンバーからまた詳しくご報告すると思いますので、どうかお聞き届け頂け

れば幸いです。 

  また、もうひとつの担当である東地区では江戸ブロ代、坪井ブロ代、小暮ブロ代と共にこちらも様々な課題について強力な

ブロ代の皆さまのお陰で着実に推進させて頂いたのではないかと思っております。 

  そして全国大会はじめ全国各地での会長会議、ブロック大会も全て参加いたしましたが、本当に各ブロ代はじめ主管地の 

皆さまにはどちらでも温かいお心遣いと感動を頂戴してまいりました。 

私は本年度でいよいよＹＥＧの卒業です。思い起こせば本当にあっという間でありました。この間、多くのかけがえの無い

友人とのご縁を頂き、またご指導頂き、自分自身と自企業をＹＥＧによって育てて頂いたと思っております。 

  ＹＥＧ 後の年に、私の趣味は「商青連会長・鈴木悌介」とさせて頂き、心より尊敬できる人物の元でＹＥＧを締めくくる

事ができましたのも本当に幸せでした。 



 これからもＹＥＧを通じて頂いた沢山のご縁を大切にして、「自分から自分らしく皆のために」はもちろんですが、教えて

頂いた「覚悟と潔さ」を心に刻んで研鑚に努めたいと思います。本当に全ての事に心より感謝を申し上げます。 

 １５年度 後の商青連事業になる２月のふくい会長研修会も大きな期待と共に全国の皆さまとお会いできる事を大変楽しみに

しております。そして、１６年度も坪井副会長はじめ多くの人材が東北ブロックより商青連に出向いたします。何卒引き続き

厚き友情とご支援のほどお願い申し上げます。 

  ＹＥＧブランドが益々輝いていく事を心より祈念申し上げ、どうか今後ともよろしくご厚誼賜りますようお願いいたします。

本当にありがとうございます。                         平成１５年度 商青連 副会長 

 齋藤明彦 

 

 

─────────────────────────────────── 

■□ 大脇 唯眞直前会長より 

─────────────────────────────────── 

 この一年を振り返って・・・ 

  平成十五年度、残すところ三ヶ月となりました。「全国の会員の皆様元気ですかー！」なんか返事返ってきそうですね。 

まず持って昨年度の平成十四年度は各地で多くの方々から心温まる友情を以て暖かく出迎えを頂きましたことに心より感謝を

申し上げます。その節は誠に有り難う御座いました。メルマガをお借りしまして、衷心より厚く御礼申し上げます。時の経つ

のは早いもので、もう今年度の鈴木丸も、帰還まで後僅かというところまで差し掛かりました。この一年を振り返ってみます

とＳＡＲＳに始まり、衆議院選挙にイラク自衛隊派遣問題と唯一、国民を癒してくれたのは、タマちゃんの出現だったのでは

ないでしょうか。そして商青連に目を向けてみますと、ｗｅｂ上に於けるエンジェルタッチでの全国の皆様との連携、そして

リアルタイムに経済的関わりの持てるＹＥＧビジネスサイト、実り多き十五年度だったのではないかと確信いたします。 

  全国ＹＥＧの同胞の皆さん、殺伐としたこのご時世に、我が国へ活力を注入出来るのは我々なのです。力感溢れるエネルギ

ッシュな創造力に、豊かな感性から流れ出る斬新なアイディアとユニークな発想、そしてもう一つは何物にも臆することなく

勇敢に立ち向かうことの出来る果敢な行動力、それらが我々若手青年経済人の大きな武器なのです。そうそこに至っては、 

「俺がやらずに誰がやる！」の意気込みこそが今求められているのです。消極的な成功を収めるのではなく、積極的な失敗を

恐れる事なく突き進む、それこそが我々青年部の真骨頂ではないでしょうか。 

  自企業の、地域の、そして国の起爆剤たる我々青年部は、今こそ勇気をもって幾多の艱難辛苦の波を渡り切って行かなくて

はならないのです。是非ともＹＥＧという誇りをしっかり胸に刻み込み、胸を張り自信を持って自社企業存続・継承・繁栄の

御旗の下に地域を考え、更に経済界のど真ん中を驀直前進（ばくちょくぜんしん）の気構えで奮闘頂ければと思います。末筆

になりますが、全国のＹＥＧ会員の皆様のご健勝と更なる躍動・躍進・大飛躍に心よりご期待申し上げまして私、大脇からの

年頭のメルマガ挨拶とさせていただきます。             

 平成十五年度 日本商工会議所 

全国商工会議所青年部連合会直前会長 

                                              大脇 唯眞

─────────────────────────────────── 

■□ ホームページ新着情報 

─────────────────────────────────── 

・YEG 翔生塾コミュニティビジネス勉強会報告を掲載いたしました。 

・YEG 翔生塾アメリカ研修の事業報告を掲載いたしました。 

・東北ブロック役員会の写真追加致しました。  ⇒詳細はホームページでご覧下さい： http://yeg.jp 

─────────────────────────────────── 

■□ 単会事業情報                http://yeg.jp/tankai 

─────────────────────────────────── 

 ●天童 YEG 



 第９回 天童冬の陣  平成鍋合戦 

 日 時 ： 平成１６年１月１１日（日） １１：００ ～ １５：００ 

 場 所 ： 天童わくわくランド多目的広場 

 交 通 ： 電車の場合      ・・・ ＪＲ天童駅より無料シャトルバスにて 

            お車の場合      ・・・ 山形県総合運動公園 

            飛行機の場合   ・・・ 山形空港よりタクシーで１５分 

 内 容 ： 県内外、また世界より３８種類の鍋が天童に一堂に会し、味を競い合う食のイベントです。 

 Ｈ Ｐ ： http://www.tendocci.com/yeg/ 

 

─────────────────────────────────── 

■□ 平成１６年度 委員会専門委員募集始まる！！ 

－全国の仲間と委員会活動をしましょう。きっと新しい貴方が見つかります－ 

─────────────────────────────────── 

【公募委員募集について】 

  １６年度は特別委員会のコミュニティビジネス、ビジネスネットワーク委員会の他に常設委員会の研修、広報委員会でも 

公募委員を広く募集いたします。公募は商青連委員会の活性化と委員会活動を目的に募集いたしております。でも、それだけ

ではありません。公募委員の方は地域と全国をつなぐパイプラインでもあります。また、公募委員の方が近い将来商青連役員

として出向したとき、その経験 が計り知れないものになると信じて已みません。将来のＹＥＧリーダーを目指す方、商青連

に興味のある方などの応募を心からお待ちいたしております。 

【公募 委員会名】 

＜常設委員会＞   研修委員会 １０名程度        広報委員会 １０名程度 

＜特別委員会＞ コミュニティビジネス委員会 ２０名前後    ビジネスネットワーク委員会 ２０名前後 

 ⇒詳細情報: http://yeg.jp/20031211/index.html 

─────────────────────────────────── 

■□ 各委員会からの連絡 

─────────────────────────────────── 

 ●コミュ二ティビジネス委員会 

  関東経済産業局が事務局になり、ネットワークを構築し、コミュニティビジネスの新たな事業創出を進める組織です。参考

になるホームページの一覧をご紹介致します。  ⇒詳細情報:  http://yeg.jp/chart/community/index02.html 

─────────────────────────────────── 

■□ 日本商工会議所からの連絡 

─────────────────────────────────── 

 ●新連載！ お役立ち情報 

 【メーカー保険販売のご案内】 

  独立行政法人 日本貿易保険は、２００３年４月１日より、国内製造業者を対象とした短期限度額設定型貿易保険（製造業用：

通称メーカー保険）の販売を行っております。この保険は、１年間の特定のバイヤーと繰り返し行われる輸出または仲介貿易

を対象に、輸入制限、為替取引の制限、バイヤーの法的倒産、支払遅延等の事由に起因して発生する船積不能及び船積後の 

代金回収不能に対して予め設定する支払保険金限度額の範囲内で保険金をお支払いします。 

 この新商品の販売については、日本貿易保険の本店、名古屋・大阪支店及び東京海上火災保険、三井住友海上保険、損害保険

ジャパンで行っております。⇒詳細情報： http://nexi.go.jp/insurance/ins/ins_tanki_frame.html 

 ［お問い合わせ先］ 日本貿易保険（NEXI）新商品販売グループ（TEL：０１２０－６７１－０９４） 

 

 【新商品の販売開始のご案内】 

 独立行政法人 日本貿易保険は、２００３年１０月１日より、知的財産権等のライセンスビジネスの国際展開を支援するため、



ライセンシーの不払いや送金規制の導入により、知的財産権等のライセンスに係るロイヤリティーの回収が出来ない場合の 

損失をカバーする保険の販売を開始しました。この保険では、ライセンス契約期間のうち、原則５年間に発生する支払いリス

クをカバーし、保険金の支払限度額を設定するなど、ライセンス契約の特徴を踏まえた新しい内容となっています。 

 この新商品の販売については、日本貿易保険の本店のみのお取り扱いとなっています。詳しくは以下をご覧ください。 

 ⇒詳細情報: http://nexi.go.jp/topics-s/doc/ts_030929_01.doc 

 【貿易保険ご利用のご案内】 

 ◆商工会議所の会員の皆様へ  ～あなたの会社のリスク管理は大丈夫ですか～ ◆ 

 経済産業省所管の独立行政法人 日本貿易保険は、皆様の海外との取引における決済リスクを広範囲にカバーしております。

輸入制限、為替取引の制限、バイヤーの法的倒産、支払遅延等の事由に起因して発生する船積不能及び船積後の代金回収不能

の損害に対して保険金をお支払いいたします。また、海外の投資活動における収用、権利侵害、戦争、天変地異やテロ、ＳＡ

ＲＳによるリスクもカバーしております。詳しくはホームページをご覧ください。 http://nexi.go.jp/ 

 ［お問い合わせ先］日本貿易保険（NEXI）営業推進グループ（TEL：０１２０－６７２－０９４） 

 ◆問い合わせ： 日本商工会議所 中小企業振興部（TEL：０３－３２８３－７８２６） 

 

 ●「後継者が企業を変える～世代交代は飛躍のチャンス～」 

 【国民生活金融公庫シンポジウム】 

 国民生活金融公庫は、2 月 6 日（金）１３：００－１６：００、東京・大手町の日経ホールにて、標記シンポジウムを開催し 

ます。お申し込み方法をはじめ、詳しくはこちらから。 ⇒詳細情報: http://www.kokukin.go.jp/pfcj/symposium1224.html 

 

 ●「企業年金制度研究会」のご案内 

 ◆中小企業庁では、「企業年金制度研究会」を、平成１６年１月下旬から３月上旬にかけ、全国主要９都市（札幌、仙台、 

さいたま、東京、名古屋、大阪、広島、松山、福岡）で１５回にわたり開催致します（受託機関：株式会社大和総研）。 

 研究会では、社会保険労務士、ファイナンシャルプランナー等のコンサルタントや中小企業の方々を対象に、企業年金に係る

具体的な制度移行事例等を紹介します。参加は無料ですが事前の申込が必要（参加申込は専用ホームページからのみ）。定員

は先着１００～３００名（会場により定員が異なります）。詳しくは以下をご覧下さい。 

 ○開催概要:  http://www.chusho.meti.go.jp/antei/031216nenkin_kenkyukai.htm 

○参加申込専用ホームページ:  http://www.cp-kenkyukai.jp/kaijyou.html 

［問い合わせ先］（株）大和総研（年金制度コンサルティング部）ＦＡＸ：０３－５６２０－５９３２ 

Ｅ－ｍａｉｌ： entry@rc.dir.co.jp 

 

 ●中小企業のナノテク製品・技術を PR します。～あなたの会社もナノテク製品・技術データベースに登録しませんか？ 

２１世紀を牽引する技術としてナノテクが注目されています。この分野では中堅・中小企業の保有する高度な技術の果たす

役割が期待されています。ところが一般的には、こうした高い技術を持っていても、広く認知されていない企業が多いのが実

情です。このため、経済産業省の認可法人である（財）金属系材料研究開発センター（ＪＲＣＭ）では、新エネルギー・産業

技術総合開発機構（NEDO)からの委託によりナノテク・製品技術の総合データベースを構築しました。これは広く企業の保有

するナノテク製品・技術を収集し、公開し、新たな企業の出会いの機会を増やすことにより、ナノテクノロジーの研究促進と

早期事業化を狙ったものです。 

わが国で唯一の「ナノテク製品・技術データベース」に貴社の製品・技術を登録して貴社のＰＲに役立てませんか？ 

 ナノテクに関連があるものなら何でも OK ！～例えばナノテク技術を使った口紅等も登録されています 

  登録方法は簡単、しかも無料！⇒詳しくはこちら： http://www.jrcm.or.jp/index.htm 

  お問合せ先    （財）金属系材料研究開発センター 総務企画部 TEL 03-3592-1282 

 

  ●商工会議所ビジネス認証サービスのお知らせ 

 日本商工会議所は、国土交通省、各地方自治体などで導入されている「電子入札コアシステム」に対応した電子証明書 



（ＩＣカード）を販売しています。このほど、ブリッジ認証局との相互接続が完了いたしました。これにより、国土交通省

等の中央省庁の電子入札案件へ日本商工会議所発行のビジネス認証サービスタイプ１電子証明書を使用してのご参加が可能と

なっております。詳しくは「ビジネス認証サービス（タイプ１）」の申し込み受付などを行う専用サイト「ビジネス認証サー

ビス」をご覧ください。 ⇒詳細情報はこちらから： http://yeg.jp/jcci/ninsho 

 

  日商では今後、国税の電子申告・納税や雇用保険の被保険者の資格取得届など電子化が予定されている各種手続きに対応し

た「一般行政手続き用」と「ＢtoＢ電子商取引用」の 2 タイプの電子証明書も順次発行していく考え。電子入札を含めた複数 

の証明書を扱う「総合認証局」として商工会議所会員事業所などに対するサービス強化を目指すことにしています。 
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== ■第十八号 目次■ ============================================== 

 ●鈴木 悌介会長より 

 ●清水 雅文副会長より 

 ●ホームページ新着情報（4 件） 

 ●平成１６年度 委員会専門委員募集始まる！！ 

 ●各委員会からの連絡（5 件） 

 ●日本商工会議所からの連絡（6 件） 

====================================================================== 

 

─────────────────────────────────── 

■□ 鈴木 悌介会長より             http://yeg.jp/slogan 

─────────────────────────────────── 

 ナンバーワンか？ オンリーワンか？ ２００４年１月 

  「日本で一番高い山は？」と訊かれれば、日本人であればほとんどの人が間髪入れずに答えられますが、さて、「では、 

二番目に高い山は？」と訊かれて答えられる人は多くありません。（＊答えは文末に。）やはり、「一番でなければ他人 

（ひと）は覚えてくれない」というのは世の常のようです。 

  さて、毎年１月２・３日に私の地元神奈川をメイン舞台として開催されます大学対抗箱根駅伝は今年も盛り上がりました。

実は国道一号線に面した私の事業所の店と駐車場を駅伝の往路 4 区→５区、復路５区→６区の中継点として使っていただい 

ております。毎年大変な人出で賑わいます。テントを張って選手の控え室を用意したり、大学名の入った旗を用意したり、 

テレビカメラの櫓を組んだり、ラジオの実況放送席を設けたり、弊社の太鼓隊が賑やかしで太鼓を叩かせていただいたり、 

トイレを開放したり・・・。今や国民的なスポーツイベントになった箱根駅伝に少しでもお役に立てれば嬉しい限りとお手 

伝いさせていただいております。 

 駅伝を見ていて思ったこと・・・。今年は駒沢大の３連勝で終わりましたが、気になったのは１位と２位の差でした。そ 

こで過去５年間のデータを調べてみると、１位と２位の差の平均が４分３７秒。秒にすると２６２秒。駅伝往復全体の所要 

時間は約１１時間１０分＝４万秒。では、１位と２位の差は全体の％になるかというと、実は１％にも満たない 0.6％です。

たった 0.6％の違いで雌雄が決してしまう厳しい世界です。 

 ランナー一人に換算すると２６秒。そのランナーは全国から箱根を走りたくて長年努力してやっと選手に選ばれた精鋭た 

ちです。彼らの文字通り青春を賭けた努力も 後には 0.6％というほんの小さな差で勝負が決まるのです。勝ったり負けたり

はほんの少しの差で決まってしまうものが多いようです。0.6％の差で勝ち得た優勝はまさにチーム全員の日々の、これも小 

さい・細かいことの積み重ねの結果です。細かいことを、小さなことを決して疎かににせず、日々の努力を積み重ねていく。

小さなことができない人は、店は、そして会社は、決して大きな仕事はできないですものね。細かいことを疎かにせず、き 
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っちりとやること、そしてやり続けることがナンバーワンへの近道のようです。 

 

  話はいろいろですが、ミリオンセラーで昨年末の NHK の紅白歌合戦のトリを飾った SMAP の「世界でたったひとつの花」

の中で、「ナンバーワンでなくとも、オンリーワンでいい」という歌詞がありますが、これを商売に、まちづくりに置き換 

えるとどう解釈したらいいのでしょう。実際の商売の世界では、あるいは地域間競争の中では、ナンバーワンでなければ 

他人（ひと）は覚えてくれません。そして覚えてくれなければ来てくれません、買ってくれません、使ってくれません。 

ナンバーワンになるために大切なことは自分のオンリーワンを創り磨き込み、自らがオンリーワンになることだと思います。

ナンバーワンになることは結果であって、掲げるべき目標は「オンリーワンになろう」ということでしょうか。 

  閑話休題。 

 去る１月８日には YEG ビジネスプランコンテストの、９日には YEG 大賞の 終審査がそれぞれ無事終了いたしました。 

第一次審査を通ったビジネスプラン１０件、YEG 大賞１５件につきましては、応募者全員参加によるプレゼンテーションを 

していただきました。審査結果の発表と表彰は福井での会長研修会にていたします。併せ、その時点でこのメルマガ、ホー 

ムページ等でも発表いたします。楽しみにお待ちいただければと思います。応募いただきました YEG の皆様には心より御礼

を申し上げます。改めまして YEG の皆様の志の高さとポテンシャルに感動いたしました。来年もまたやりましょう！ 

  さて、いよいよ福井での全国会長研修会があと一ヶ月に迫って参りました。福井の実行委員会の皆様は全国からのお仲間 

のために役に立ちたいという一念で頑張ってくださっています。その思いに応えるためにも、単会の会長さんはもとより、 

我こそはと思われる若手 YEG の方々も、是非参加してください。もちろん、これからの各地の YEG の活動に必ずや役に 

立つ気づきや学びが満載です。福井でお会いしましょう。暖かくしておいでください。 

                                    ＊日本で２番目に高い山：北岳（山梨県） 

─────────────────────────────────── 

■□ 清水 雅文副会長より 

─────────────────────────────────── 

 旧年中は大変お世話になりました。 

 新しい年の幕開けを寿ぎ皆様のますますのご発展をお祈り申上げます。 

 

  商青連 西地区及び広報委員会担当副会長の倉吉ＹＥＧ清水雅文です。早くも平成１６年になり２回目（今年度通算１８号）

のメルマガとなります。私は、平成１３年度鳥取県連から商青連に出向いたしました。総務委員会に配属され古泉会長、 

首藤副会長、そして酒田ＹＥＧ西村総務委員長のもと、ＷＥＢ利用規定の作成等に関わらせていただきました。１４年度は 

大脇会長、鈴木副会長のもと、企画委員会委員長を務めさせていただきました。各地ブロック大会、全国大会、全国会長研 

修会、また次年度の大会開催地視察、決定等あっと言う間の一年でした。その中でも一番記憶に残っているのは全国大会 

大阪大会でした。 

 

 企画案承認から大会前日、そして当日のフィナーレ。 

何とも言えない充実感に満たされました。そして１５年度は鈴木悌介会長より、副会長の大役をご指名いただき、西地区 

担当並びに広報委員会を担当しております。 

 広報委員会は丸山委員長のもと、商青連のスポークスマンとしてＹＥＧ３万人の会員の皆様への情報提供の手段として 

ＨＰの刷新、メルマガの発刊、そして翔生のＷＥＢ化を進めています。今年度は年度当初から多くの事業がハイスピードで 

進んでいます。ＪＣ・商工会青年部との交流、商青連会員拡大、各地ＹＥＧの訪問等日本国内はもちろん翔生塾での海外研修、

全国大会米子大会に関わる金大中前韓国大統領との対談。ＹＥＧビジネスサイトの立ち上げ、ビジネスプランコンテスト、 

ＹＥＧ大賞等、数え上げればきりが無いぐらいです。これらの情報等をＨＰ、メルマガを通じて全国のＹＥＧ会員の皆様へ 

より早く、正確に、且つ有益なものを提供させていただくのが広報委員会の使命です。そしてこの情報が皆様のＹＥＧ活動、

家業のお役に立てばと念ずるところです。しかしながら広報委員会として努力はしておりますが皆様にご満足いただける域 

には達してないと思います。今後、忌憚の無いご意見、ご要望を頂戴し１６年度へ反映させていただきたいと思っております。

 



  西地区では１５年度全国大会米子大会を開催いたしました。鳥取県連は３単会２５０名の小さな県連です。その小さな 

県連で全国大会を主管させていただきました。交通の便も良くありません。施設が充実しているわけでもありません。マイ 

ナスがプラスを上回っている状況でした。しかしながら県連一丸となって「想いはとどく、夢はかなう」を合言葉にマイナ 

スをプラスに変えていきました。そして皆様方の絶大なるご協力のもとに成功裏に大会を終えることが出来ました。この 

大会を通じて大会主管は単会数でも会員数でもなく「想い」であるということを実証できたと思います。想いがとどき、夢 

がかなった瞬間熱いものがこみ上げてきました。 

  商青連に出向して３年。この間多くの方とご縁を頂き、多くのことを学ばしていただきました。その中でも鈴木会長はじ 

めＹＥＧの皆様に勇気付けられ、元気を頂きました。いよいよ平成１６年が１４年間に渡るＹＥＧ活動 後の年となりました。

  倉吉ＹＥＧの皆様への感謝。応援していただいた皆様への感謝。そして何より家族への感謝を胸に「自分から、自分らしく、

皆のために」を座右の銘とし、そして「想いはとどく、夢はかなう」を合言葉にラスト一年がんばりたいと思います。 

皆様今年一年ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申上げます。 

１５年度 商青連 副会長 

                                      倉吉ＹＥＧ 清水 雅文 （今年年男）

─────────────────────────────────── 

■□ ホームページ新着情報 

─────────────────────────────────── 

・YEG ビジネスプランコンテスト 2 次審査の結果です。 

・YEG 大賞 2 次審査の様子を掲載いたしました。 

・YEG ビジネスプランコンテスト応募集計並びに１次審査の結果です。 

・YEG ビジネスス交流会、参加締切を２０日まで延長！です。 

・お待たせ致しました。『翔生 36 号』を掲載しました。 

・去年行われた九州ブロック大会（高鍋大会のレポートを掲載しました。⇒詳細はホームページでご覧下さい： http://yeg.jp 

─────────────────────────────────── 

■□ 各委員会からの連絡 

─────────────────────────────────── 

 ●研修委員会 

  ＹＥＧビジネスプランコンテストには全国ブロックより７２プランの応募をいただき有り難うございました。心より御礼 

を申し上げます。応募いただいた７２プランを第一次審査として１２月２５日、小宮コンサルタント平井氏、鈴木会長、 

佐藤課長の３氏による厳正なる書類審査の上１０プランを選出し、１月８日に第二次審査として、９名の蒼々たる審査員の 

前で応募者本人によるプレゼンテーションを行ない、中小企業庁長官賞、日商会頭賞 コミュニティビジネス賞審査員特別 

賞を決定いたしました。受賞者には福井会長会議のＹＥＧ総括において発表ならびに表彰と賞金の授与を行ないます。参加 

者名及び審査員名、一次審査通過者名は商青連ホームページに掲載いたしますのでご覧下さい。 

 

 ●総務委員会  ＹＥＧ大賞速報！！ 

  全国３万人メンバーの皆様！１月９日（金）にＹＥＧ大賞第二次審査会（公開プレゼンテーション）が東商ビル・国際会 

議場で開催されました。全国より応募いただいた７９事業より第一次審査会で全国の模範となる１５事業を選出し、今回 

第二次審査会に於いてＹＥＧ大賞５事業（内１事業はグランプリ）とＹＥＧ大賞鈴木会長特別賞１事業の合計６事業を選出 

いたしました。栄えある大賞の行方は・・栄冠の鈴木会長特別賞は・・そして名誉ある栄光のグランプリはどの単会（事業）

へ輝くのか・・福井の会長研修会での発表となります。たくさんのメンバーで参加いただき、貴方の目で見届けて頂きたい 

と存じます。そして７９事業すべてをデータベース化し、全国３万人のメンバーの皆様へご活用いただけるように整備いた 

します。それでは、福井の会長研修会でお会いしましょう！！有り難うございました。 

 ●コミュ二ティビジネス委員会 

  関東経済産業局が事務局になり、ネットワークを構築し、コミュニティビジネスの新たな事業創出を進める組織です。 

参考になるホームページの一覧をご紹介致します。 ⇒詳細情報: http://yeg.jp/chart/community/index02.html 



 

 ●ビジネスネットワーク委員会 

 ＹＥＧにビジネスチャンスを求めて、今年度 後のビジネス交流会に参加しませんか？ 

  この一年間、各地でビジネス交流会を開催してきましたが、今年度 後の（全国版としては二回目）全国ＹＥＧビジネス 

交流会が、１月２４日（土）午後、東京で開催されます。第一回目（９月５日開催）よりは小規模ですが、テーブル交流に 

重きをおきフレンドリーかつ一人ひとりが主役になっていただけるような工夫をしています。ビジネスになんらかのチャン 

スを見つけたい、作りたいとお思いの皆さんＹＥＧ同士だからできる仕事の話というのもあります。参加をお待ちしています。

業種、会社規模、参加経験は全く問いません。「プレゼンをするようなものなんて無いよー」という方も大歓迎！です。 

 ⇒詳細情報 http://www.cin.or.jp/yeg/b-koryukai.doc 

 ７月にサービスを開始した「ご縁満開ＹＥＧビジネスサイト」も１月現在４００を超す会員企業様に登録をして頂いています。

日々増加中です。年度内５００社登録を目指していますが、知り合いでまだ登録されていない会員には是非登録をお勧めし 

て下さい。既に登録の皆様には、もっと詳しい商品・サービスのデータや画像を載せてもらうなど登録内容充実とビジネス 

ボードの積極的活用をお願いいたします。どうぞ毎日の日課に、ビジネスサイトへお越し下さい。 

⇒ログイン画面：http://at.yeg.jp/business/ 

 アカウントはエンジェルタッチと共通ですが、「ご縁満開ＹＥＧビジネスサイト」利用者は単独でも申請できます。アカウ 

ント取得方法は上記の URL よりアクセス、ログイン画面に記載してあります。 

 ●広報委員会 

  商青連ホームページにおけるバナー広告の募集！！ 

平成１５年度 商青連のホームページにバナー広告を募集致します。詳しくは、ホームページをご覧下さい。 

⇒詳しくはこちらから： http://yeg.jp/chart/newsletter/newsletter_news01/index.html 

────────────────────────────────────────────────────────────────────── 

■□ お問合せなど 

─────────────────────────────────── 

 日本商工会議所 全国商工会議所青年部連合会メールマガジンに関するお問合せは下のアドレスより承ります。 

 ◆配信先変更・解除  ⇒ http://yeg.jp/mail_mag   ◆バックナンバー  ⇒ http://yeg.jp/mail_mag 

 ◆感想・要望・お問合せ ⇒ mailto:info@yeg.jp 
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